
【様式】 

令和７年度 学校マネジメントシート 

 

学校名（ 三重県立伊勢まなび高等学校 ） 

 

１ 目指す姿 

(1)目指す学校の姿 

○生徒が安心して楽しく学べる学校 

○生徒が学びたい内容を自分のペースに合わせて学べる学校 

○生徒が社会に出て自立できる力を身につけられる学校 

(2) 

育みたい資質・

能力（育みたい

生徒の姿） 

【グラデュエーシ

ョン・ポリシー】 

○生き生きと楽しく学校生活を送ることができている生徒 

○自ら将来や進路を考え、社会に出て自立できる力や社会生活の基盤となる確か

な学力を身につけている生徒 

ありたい 

教職員の姿 

○生徒のまなびに向かう姿勢を尊重し、すべての生徒がまなびに取り組むための

環境を整え、学習意欲を引き出す授業の工夫・改善に努めている教職員  

○通級による指導に必要な知識・スキルを身につけ、生徒一人ひとりの特性や実態

に応じた適切な指導・支援を行うことができる教職員 

○キャリア教育の重要性を理解し、生徒が学ぶことと将来とのつながりを見通し、

社会的・職業的に自立する力を身につけることができるよう、適切な指導・支援を

行うことができる教職員 

○信頼される学校・教職員であるため、教育に携わる者としての自覚と規範意識を

持ち、生徒への深い愛情に基づく教育を実践するとともに、同僚と協働すること

ができる教職員 

 

２ 現状認識 

(1)学校の価値を提

供する相手とそこ

からの要求・期待 

〈生徒〉適切な友人関係の構築、自分の居場所の確保、わかりやすい授業、資格取得、

卒業及び希望進路の実現 

〈保護者〉基本的な生活習慣の確立、学校生活の充実、希望進路の実現、学校との連

携  

〈中学校〉不登校等の多様な課題を持つ生徒の受け入れ 

〈地域〉生徒の規範意識の向上、生涯教育の場の提供 

〈就労・進学先〉挨拶等の社会性の育成、コミュニケーション能力の向上、基礎学力の

定着、資格取得 

(2)連携する相手と

連携するうえでの

要望・期待 

連携する相手からの要望・期待 連携する相手への要望・期待 

〈保護者、中学校、地域、就労・進

学先〉同上 

〈スクールカウンセラー・特別支

援教育関係者・行政等生徒支

援関係者〉生徒の居場所の確

保、生徒一人ひとりの特質を

踏まえた対応 

〈保護者〉基本的な生活習慣の確立、日常生活に関

する情報の把握及び共有 

〈中学校〉学校生活に関する情報提供、生徒に対す

る連携したかかわり 

〈スクールカウンセラー・特別支援教育関係者・行

政等生徒支援関係者〉専門分野における生徒へ

の直接的な、教職員への間接的な支援 

〈地域〉外部教育力としての専門的な知識・技能の

提供、生徒の見守り 

(3)前年度の学校関

係者評価など 

〇なぜ授業への満足度が下がったのか、また、授業規律について、今後、どのよう

に教員の目線を合わせていくのか、具体的な改善案の提示が必要。 

○支援が必要な生徒にとって、通級の体制が整っていることは、中学生の進路選択

の際に安心感がある。本校を学生生活のスタートととらえる生徒もおり、生徒の

特性に寄り添った体制であるため、引き続き充実した取組をお願いしたい。 



(3)前年度の学校関

係者評価など 

〇自発的に挨拶できるためには、どのようにコミュニケーションをとることが必要

か。また、挨拶が生きていくために大切なことを生徒に理解してもらいたい。 

〇体育祭は、令和５年度に中止となったが、令和６年度は反省を十分に生かした内

容の行事とすることができた。生徒会が主体となり、競技内容に生徒の要望を取

り入れて参加率、満足度の向上を図り、企画・立案・PR 等の計画が実行できるよ

う、生徒会や参加者のリーダー性の育成などを図ってほしい。 

〇文化祭では、メイン会場の企画とステージ企画を両立できるようにしてほしい。 

〇読書週間の狙いと取組方法が合致しているか、明確にしてほしい。 

〇信頼される学校・教職員であるため、生き生きと活躍できる職場環境であるかど

うかについて、きちんと評価できるようにしてほしい。 

〇職員間連携をより充実するため、学年主任の機能をより活性化できるよう、取組

を具体的に行ってもらいたい。また、会議の前に内容を教職員全員が事前にどれ

だけ把握、理解をしているのかというところも重要。 

(4)現状

と 

課題 

教育活動 

○ＩＣＴの活用を核に、授業規律の確保・徹底も含め「わかりやすい」授業の構築（授業

改善）を推進し、生徒の学習意欲をさらに引き出す授業づくり、また、指導と評価

を一体化し、カリキュラム・マネジメントの充実に取り組む必要がある。 

○特別な支援・配慮を必要とする多様な生徒、特に、コミュニケーション能力や社会

的自立に必要な基本的スキルに課題のある生徒が数多く入学していることから、

個の課題をふまえたきめ細かな対応の充実に取り組む必要がある。また、通級に

よる指導について、生徒の課題の改善に繋がるよう、環境整備や教職員のスキル

アップ等、円滑で効果的な指導の確立に取り組む必要がある。 

学校運営等 

○信頼される学校・教職員であるため、教職員一人ひとりがコンプライアンスを遵

守するとともに、三部制で複雑な勤務体系ではあるが、学校全体で風通しのよい

活力ある組織づくりに取り組む必要がある。 

○体罰やわいせつ行為、ハラスメント等の不祥事の根絶及び未然防止に組織的に

取り組む必要がある。 

○生徒数の減少に対応するため、普通科（午前・午後の部）の特色化やものづくり工

学科（夜間部）の魅力化等を推進する必要がある。 

 

３ 中長期的な重点目標 

教育活動 

 

【カリキュラム・ポリシー】 

○生徒の主体的・対話的で深い学びを引き出すため、「わかりやすい授業」の構築

（授業改善）を推進する。特にＩＣＴの活用により、生徒が主体的に取り組める授業

の構築を目指すとともに、基礎学力のさらなる定着を図る。 

○生徒の多様な実態をふまえ、特別支援教育やキャリア教育等の効果的な生徒支援

を推進する。特に、教職員間で生徒に関する情報を丁寧に共有したうえで、あら

ゆる機会をとらえて生徒の自己肯定感の向上や社会的自立に必要なコミュニケ

ーション能力の育成を図る。 

学校運営等 

○生徒の主体的・対話的で深い学びの実現を図るため、また、特別支援教育のさら

なる充実を図るため、授業改善やＩＣＴの活用、新学習指導要領への適切な対応、

通級による指導のあり方の研究等により、教職員の資質向上を推進する。 

○会議時間の短縮や変形労働時間制の活用等により、総勤務時間を縮減し、働きや

すい環境の整備を推進する。 

○信頼される学校・教職員であるため、教職員一人ひとりが生徒に対する深い愛情

と教育に対する使命感・責任感を持ち、生徒と向き合いながら日々の教育活動を

行うことができるよう、コンプライアンスを遵守するとともに、風通しの良い活

力ある組織づくりを推進する。 

 

 

 

 



４ 求める生徒像 

入学時に期待される

生徒の姿 

 

【アドミッション・ポリ

シー】 

○定時制高校で学ぶ意欲をもち、社会に出るための力を身につけようとする生徒。 

○学校生活の中で他者を尊重しつつ、自分のペースで学び続けることができる生

徒。 

○本校における体験や取組を通して、新たな自分を見つけることに挑戦しようとす

る生徒。 

 

５ 本年度の行動計画と評価 

（１）教育活動 

教育活動に関する項目は、児童生徒を対象としたものとするのが望ましい。 

（例）「教育課程・学習指導」「キャリア教育（進路指導）」「生徒指導」「保健管理」など 

  また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。 
【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】 「※」 ： 定期的に進捗を管理する取組   「◎」 ： 最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

基礎学力の 

定着（学習 

指導の 充

実） 

○生徒のまなびに向かう姿勢を尊重し、すべての生徒

がまなびに取り組むための環境を整える。 

○ＩＣＴの活用推進、指導と評価の一体化を図ることによ

り、「わかりやすい」授業を構築（授業改善）し、生徒の

学習意欲の向上を図る。 

【活動指標】 

○学校生活（授業評価）に関する生徒アンケートの実施

が年１回以上 

【成果指標】 

○「授業に対する興味・関心」「内容理解」「満足度」の高い

割合が90％以上 

○ＩＣＴの活用により、学習指導の効果をあげられてい

る教員の割合が90％以上 

 ※ 

 

◎ 

 

 

 

 

 

個に応じた 

生徒支援 

○通級による指導をはじめとする特別支援教育を推進

し、コミュニケーション能力や社会的自立に必要な基

本的スキルの向上を図る。 

○生徒指導、命を大切にする教育やいじめを許さない

教育、人権教育等を推進し、生命尊重の精神や自己肯

定感の育成、人間関係の構築（仲間づくり）を図る。 

○教育相談や保健指導、図書館教育等を推進し、心身の

豊かな成長を図る。 

○生徒会活動を活性化し、生徒が主体となり行事内容

の改善を図る。 

【活動指標】 

○面談週間や声かけ週間等の生徒支援を重点的に行う

機会の設定が年６回以上 

【成果指標】 

○自ら挨拶できる生徒の割合が90％以上 

○各行事の参加率、満足度が高い生徒の割合がそれぞ

れ90％以上 

○30日以上欠席した生徒のうち、養護教諭、スクール

カウンセラー、相談員等による専門的な指導・相談を

受けた割合が６0％以上 

 ◎ 

 

 

※ 

 



キャリア教

育の充実 

○進路指導を中心とする教育活動全体におけるキャリ

ア教育を推進し、自らの進路や生き方を主体的に考え

る力の育成を図る。 

○早期からの就労・就職支援、またものづくり工学科の

専門性を生かした職業教育を推進し、生徒一人ひとり

の適性に応じた進路実現を図る。 

○いせ若者就業サポートステーション等、就職にかかる

各種外部機関との連携強化を図る。 

【活動指標】 

○進路だよりの発行及び進路に係る講話や LHRの開

催が年５回以上 

○アルバイトやインターンシップ等の就労経験を随時奨

励・創出 

【成果指標】 

○就労経験ができた生徒の割合が50％以上 

  

 

 

※ 

 

改善課題 

 

 

 

 

（２）学校運営等 

学校運営等に関する項目は、教職員や施設等を対象としたものとするのが望ましい。 

（例）「組織運営」「研修（資質向上の取組）」「情報提供」「保護者・地域住民等との連携」など 

また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。  
【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】 「※」 ： 定期的に進捗を管理する取組   「◎」 ： 最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

資質向上の 

取組 

○生徒の基礎学力の定着を図ることができるよう、ＩＣ

Ｔの活用に係る自己研鑽に努め、「わかりやすい」授業

を構築（授業改善）する。 

○通級による指導をはじめとする特別支援教育、また、

その他の教育等に係る自己研鑽に努め、個に応じた

生徒支援を図る。 

【活動指標】 

○通級関係者会議や現職教育等の校内研修機会の設定

が年10回以上、特に、ＩＣＴに係る研修等の機会の設

定が学期に１回以上 

○校内外の研修機会への自主的な参加が教職員１人当

たり年２回以上 

【成果指標】 

○校内外の自主研修に複数回参加した教員の割合が

100％ 

 ※◎ 

 

 

※◎ 

信頼される 

学校・教職

員であるた

めの行動 

○教職員一人ひとりが不祥事を自分事としてとらえ、そ

の根絶に率先して取り組み、公教育への信頼向上を

図る。 

○教職員一人ひとりが生き生きと活躍できる（チームワ

ークの向上と意欲の増進が可能な）職場環境を整備

するとともに、保護者・地域住民・関係諸機関等と連携

し、信頼される組織の構築（学校づくり）を図る。 

 

 

 

※◎ 

 

 

 

 

 

 



【活動指標】 

○学校信頼向上委員会の開催が年３回以上、また、コン

プライアンスを遵守するための研修等の機会が年６

回（各学期２回）以上 

○管理職との対話が教職員１人につき年３回以上 

【成果指標】 

○教職員満足度調査において、「仕事のやりがい」「仕事

の楽しさ」「管理職の提案意見への傾聴」の満足度が県

立高校の平均以上 

 

働きやすい 

職場環境 

づくり 

○業務の見直しや削減等の勤務管理を推進し、総勤務

時間の縮減を図る。 

○時間割に学年、分掌等の会議の時間を設定し、連携及

び情報共有の強化を図る。 

【活動指標】 

○設定した日の定時に退校できた教職員の割合が

95％以上 

○予定通り（週１回以上の）休養日を実施できた部活動

の割合が100％ 

○放課後等に開催して60分以内に終了した会議の割

合が100％ 

【成果指標】 

○年360時間を超える時間外労働者数が０人 

○月45時間を超える時間外労働者の延べ人数が０人 

○１人当たりの月平均時間外労働が3.5時間以下 

○１人当たりの年間休暇取得日数が15日以上 

 ※ 

 

改善課題 

 

 

 

 

６ 学校関係者評価 

明らかになった 

改善課題と次への

取組方向 

 

 

７ 次年度に向けた改善策 

教育活動について

の改善策 

 

 

 

学校運営について

の改善策 

 

 

 

 


